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2平成 23年　広報かさま 2月号

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
ま
た
、

同
時
に
北
関
東
自
動
車
道
初
と
な

る
ガ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
24
時
間

営
業
、
セ
ル
フ
式
）
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。北
関
東
自
動
車
道
は
、

今
年
３
月
19
日
、
全
線
開
通
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
東
北
自
動

車
道
や
関
越
自
動
車
道
も
つ
な
が

る
た
め
、
交
流
促
進
が
大
い
に
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
15
日
、
常
磐
自
動
車

道
友
部
Ｓ
Ａ
が
上
下
線
同
時
に

「
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
エ
リ
ア
友
部
」

と
し
て
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。「
武
家
屋
敷
」
を

モ
ダ
ン
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
外
観
、

室
内
は
「
蔵
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

デ
ザ
イ
ン
で
、
上
り
線
で
は
『
ひ

た
ち
の
海
』
を
、下
り
線
で
は
『
ひ

た
ち
の
里
山
』
を
テ
ー
マ
に
し
た

グ
ル
メ
ゾ
ー
ン
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

ゾ
ー
ン
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

北
関
東
自
動
車
道
笠
間
Ｐ
Ａ
に

昨
年
12
月
21
日
、
商
業
施
設
と
ト

イ
レ
棟
を
一
体
的
に
覆
い
、
前
面

を
ガ
ラ
ス
張
り
に
し
た
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ａ

Ｍ
Ａ　

Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
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E
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新
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１
月
14
日
、
小
正
月
の
伝
統
行
事
で

あ
る
繭ま
ゆ
だ
ま玉
飾
り
を
東
小
学
校
（
藤
田
秀

子
校
長
）の
児
童
59
名
が
体
験
し
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
お
孫
さ
ん
が
当
小
学

校
に
通
学
し
て
い
る
阿
久
津
良
三
（
大

橋
）
さ
ん
が
知
人
や
大
橋
長
寿
会
に
呼

び
か
け
、
子
ど
も
た
ち
に
昔
の
風
習
を

体
験
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
で

実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
阿
久
津
さ
ん
ら
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
き
ね
と
臼
を

使
い
１
斗
５
升
の
も
ち
米
で
も
ち
を
つ

き
、
手
で
丸
め
て
繭
玉
を
つ
く
り
、
最

後
に
赤
・
白
・
黄
色
・
緑
な
ど
華
や
か

な
色
合
い
の
繭
玉
を
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
の
木

に
飾
り
付
け
、
繭
玉
飾
り
を
完
成
さ
せ

ま
し
た
。

手で丸めて繭玉をつくりました

食べながら、繭玉を飾りました
完成した繭玉飾り

繭玉飾り
かつて各家庭で行われてい
た繭玉はもち米でつくる
飾りで、毎年1月14日にヤ
マボウシの木の枝に飾り付
け、自宅の大黒柱に縛るな
どして豊作と健康を祈願し
ていました。

関係者によるテープカット

ドラマチックエリア友部（下り線）全景カサマテラスオープニングで
記念品を配布する観光大使といな吉




